






































小原 正義 ・ 平井 諒子




















































































































































































































9新 任 教 員 紹 介

















































京都大学 大学院 理学研究科 1985年博士後期課程退学
京都大学 化学研究所 教務職員 1985～1988年
京都大学 化学研究所 助手 1988～1994年





略歴京都大学 大学院工学研究科 博士後期課程 
　　　　　　　 　　　　　　1994年修了
京都大学 化学研究所 助手 1994～2003年
























































京都大学 大学院 理学研究科 化学専攻  






北海道大学 大学院 地球環境科学研究院 
　　　　　　 博士後期課程 2008年修了
























































京都大学大学院 農学研究科 応用生命科学専攻 
博士後期課程 2007年研究指導認定退学、2008年１月修了


















京都大学 生存基盤科学研究ユニット 特定助教 2008 ～2009 年
2007～2008 年










































九州大学 大学院 理学府 2002年修了
京都大学 化学研究所 博士研究員2002～2003年　
　　　　　          
略歴







　　　　　          
略歴 京都大学 大学院 理学研究科 博士後期課程  2008年
京都大学 化学研究所 博士研究員 2008～2009年




























































































































































































































































「Synthesis and Properties of Stable 1, 2-Bis(metallocenyl)
disilenes : Novel d-π Conjugated Systems with a Si=Si 
Double Bond」
平成21年5月12日

















領域研究    6,630村田 靖次郎
活性小分子の内包された球状π空間の創製と
物性制御




















     7,200山子 　茂
高周期ヘテロ元素の相乗効果を利用したラジ
カル反応の高次制御




  1,700青山 卓史
土壌環境条件から根毛形態制御に至るシグナ
ル伝達機構
     2,900青山 卓史
植物細胞形態形成におけるリン脂質シグナル
の役割
   7,200渡辺　 宏
相分離過程における構造成長ダイナミクスと
絡み合いダイナミクスのカップリング























     1,900岡　 雅明
酸化還元活性な四鉄－四炭素骨格を用いた新
機軸触媒設計
   1,600松田 一成
ナノプラズモニクスによるカーボンナノチュー
ブの新規光機能性の発現　　　　　　　　　
   1,900笹森 貴裕
高周期典型元素π電子系－遷移金属元素から
なるd－π電子共役系の構築とその性質解明

























  18,200川端 猛夫
触媒的な位置選択的官能基化を基盤とする精
密有機合成
   23,270辻井 敬亘
新規トライボマテリアルの構築と精密特性解
析
   6,760二木 史朗
膜透過ペプチドの細胞移行のケミカルバイオ
ロジー
   11,440金谷 利治
非平衡中間体を経由する高分子結晶化と高次
構造制御
   9,620阪部 周二
高強度フェムト秒レーザー生成パルス高速度
電子を用いた時間分解電子顕微鏡
   12,090阿久津 達也
グラフ理論とカーネル法の融合による化学構
造設計法
   29,250梶　 弘典
共有結合性界面を有した高性能高分子系有機
EL素子の創製
   7,020岩下 芳久
超強力永久磁石の開発とその応用、特にリニ
アーコライダーと中性子光学への新展開
   4,160平竹　 潤
グルタチオン代謝と酸化ストレスを制御する薬
剤の開発とケミカルバイオロジー
















   1,690





   1,690若井 千尋
NOE効果を用いたイオン液体中の水及びベン
ゼンのイオンによる溶媒和構造の解析
   1,170吉田 弘幸
有機半導体・強磁性金属界面の電子構造とス
ピン注入効率：有機スピン素子をめざして
   1,300宗林 由樹
モリブデンとタングステンに基づく酸化還元プ
ロキシの開発と日本海環境変動の復元
   1,300阿久津 達也
複雑生体構造のデータ圧縮を通じた発生原理
の解明　　　　　　




    （C）
若手研究
    （S）
   31,070小野 輝男
電流誘起スピンダイナミクスとスピン能動素子
への展開




















   12,220宗林 由樹
重元素安定同位体海洋化学の創成を目指した
同位体比精密分析法の開発
   7,150渡辺　 宏
ブロック共重合体ダイナミクスに対する熱力学
的拘束と空間的拘束の効果
   3,770小澤 文幸
π共役系高分子の精密合成を志向したクロス
カップリング反応の研究
   7,800金光 義彦
ナノ粒子へテロ構造におけるエネルギー移動
の解明と光機能の探索
   5,850松林 伸幸
脂質二分子膜でのドラッグの分配と会合の
MDとNMRによる研究
   6,240栗原 達夫
好冷微生物の低温環境適応を可能にする分子
基盤の解明
   2,080増渕 雄一
分岐高分子の新規分子モデル











   4,160東　 正樹
s電子を利用した特異な磁性・電気伝導・誘電
現象の探索　
















    （C）    1,300横尾 俊信
ビスマスおよび鉛フリー低融点ガラスの無溶
媒合成



















    （B）
29,250小　　計 3件
  1,690水畑 吉行
アルキニル基の特性を活用した新規ケイ素ー
ケイ素二重結合化合物の創成
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    （A）
117,650小　　計 8件
基盤研究
    （B）
岡　 雅明
   1,950浅見 耕司
広帯域誘電分光法による生物細胞膜の損傷と
修復のモニター








  2,340畠山 琢次
配位制御を鍵とした鉄触媒クロスカップリング
反応の開発































   700酸化物極薄膜の構造歪み、及び物性評価
   3,000宮内 雄平
孤立単層カーボンナノチューブの光デバイス
応用に向けた形態制御直接合成と光物性解明






    
31,300小　　計 34件
河合 正徳
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   600
   600
   600
   600
   1,200
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   1,100PUJALS, S.
新規対イオン－ポリアルギニン併用系を用い
た光親和性標識による細胞内相互作用の検出























































  93,600時任 宣博
高周期典型元素不飽和化合物の化学：新規物
性・機能の探求　　　　　
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   600
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   700
伊藤 智和
真核生物におけるD型アミノ酸の機能と代謝
   700






   600
高機能電子プローブを用いた走査型透過電子
顕微鏡による界面解析 治田 充貴
   900
遷移・典型元素による不活性結合活性化型新









特定研究員（産官学連携）WAN, Raymond（バイオインフォマティクスセンター） 産業技術総合研究所 特別研究員へ
助教　千葉 大地（材料機能化学研究系） 材料機能化学研究系特定助教（学術創成）から


















独立行政法人 新エネルギ ・ー産業技術総合開発機構 辻井 敬亘
高イオン伝導ネットワークチャンネルによる
安全なリチウムイオン二次電池の研究開発 教授
独立行政法人 新エネルギ ・ー産業技術総合開発機構 小野 輝男
スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト 教授
独立行政法人 科学技術振興機構 金久　 實
ゲノムと環境の統合解析による生命システムの機能解読 教授




独立行政法人 科学技術振興機構 高谷　 光
メタル化ペプチドを用いる金属の組成・配列・空間配置
制御と異種金属集積型分子デバイスの創製 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 増渕 雄一
高分子シミュレータの開発および他階層との連結法の開発 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 池ノ内 順一
細胞の極性形成に関わる膜ドメインの形成・維持機構の解明 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 後藤　 淳
新しい型の精密制御ラジカル重合の開発 助教





























































独立行政法人 新エネルギ ・ー産業技術総合開発機構 辻井 敬亘
イオン液体と高分子の複合化による
広温域・無加湿作動燃料電池用不溶性電解質膜の開発 教授




































































































    家族で行きつけにしている美容院で、何人
かの先生方とお会いすることがあります。店
長さん曰く、皆さん話がお上手で、とても楽し
い方ですね、とのこと。自分の思いを魅力的
に発信する力は、こんな所にも現れるのだ
な、と感心しました。
 化研の魅力をお伝えする黄檗31号をお届けします。今号では
「化学研究所NOW」として、共同利用・共同研究拠点認定申請と
中期目標の評価について、時任所長、佐藤副所長にご寄稿いた
だきました。また、化研のアクティビティーの高さを証明するよ
うな3件の研究をハイライトとしてご紹介しています。碧水会便
りに刻まれた歴史をふまえつつ、古の宇治に思いをはせ、新し
い化研の歴史作りに参加したいと気持ちを新たにしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：東　 正樹）
　私は、グローバルCOEのプログラムの一環として、ドイ
ツ、レーゲンスブルク大学の　Christoph　Strunk　教授
のグループにて、短期留学を行いました。レーゲンスブル
クの町はドイツの南東にあり世界遺産にも登録されている
非常に美しい街で、レーゲンスブルク大学は市街地から少
し離れた場所にあります。私はレーゲンスブルク大学で、
微細加工技術を用いた試料作製、実験、セミナー等を行い
ました。短い間でしたが優れた研究を行っている研究者と
実験を行い、実験技術を身につけるだけではなく、研究者
としての姿勢等を学ぶことができました。とりわけセミナー
では、多くの学生や先生方の前で発表し議論を行い、大変
有意義なアドバイスを頂けるとともに自分の研究に対し
て自信を持つことができました。また海外で多くの友達
をつくることもできました。初めは不安でしたが、終わっ
てみると得るものは多
く、自分を成長させる非
常に貴重な経験だった
と思います。最後にこの
ような経験をさせていた
だきましたことに感謝を
述べたいと思います。あ
りがとうございました。
↑ シリコンの電気抵抗が
磁場によって大きく増大
することを発見
（P3参照）
↑ ペロブスカイト型新物
質LaCu3Fe4O12
（P4参照）
↑ ショウジョウバエ幼虫を用いた温度選択
性変異体の検索
（P5参照）
広報委員会黄檗担当編集委員
小野 輝男、平竹　 潤、
東　 正樹、倉田 博基
化学研究所担当事務室
井上 清史、宮本 真理子、
高橋 知世
化学研究所広報室
小谷 昌代、中野 友佳子、
武平 時代
宇治キャンパスの名脇役
（取材・文　広報室　武平）
　敷地面積215.641㎡と、甲子園の約５倍の広さを誇る宇治キャンパス。取材を行った５月のキャンパ
スは新緑にあふれ、草花がのびやかに呼吸する。待っていましたとばかりに白い花のカーペットを広げ
るのはシロツメクサ（別名クローバー）。実はこの時期、施設環境課の作業員達を一番悩ませるのがこ
の植物である。刈っても刈っても２週間すれば元の姿。よほど宇治構内の土壌が肌に合うらしい。元来
は江戸時代にヨーロッパから渡来した帰化植物だが、繁殖力が旺盛で自生するようになった。稲刈り後
の田んぼの緑肥として利用されていたという。シロツメクサは刺激を受けるとシアン化水素酸（青酸）
を発生させる。家畜に害を及ぼすほどではないが、害虫を回避するためには十分な毒となる。
　施設環境課の作業員の責任者である吉田さんは、この時期特に忙しい。現在作業員は5名。草刈り、
虫の除去，フェンスの設置や木の剪定など、作業内容は幅広い。碧水会行事の綱引きやソフトボール大
会も彼らの縁の下の力なしには成立しない。一度草を刈っていても、雑草はすぐに20～30センチに生
長する。「明日綱引きだから何とかしてほしい」という急な申し出にも吉田さんは快く応えてくれる。モッ
トーは「できることは何でもする。気付いたらする」。予定外の業務にもできるだけ迅速に対応できるよ
う態勢を整えている。取材中、バイオマスの実験のために綿花の種を巻いていた中村研究室の高谷先
生と遭遇した。「誰かに踏まれないように囲いを作ったほうがいいよ」と提案する吉田さん。気さくでざ
っくばらんな性格。教職員とも積極的に交流をはかり、個々の意見を取り入れる。
　休憩時間になると、吉田さんは遠くで作業する作業員に胸の前で手をすぼめる動作で作業終了の合
図を送った。聴覚に障害をもつ作業員とのコミュニケーションのために覚えた手話は、いつしか全作業
員共通の言葉となっている。責任者として、吉田さんが常に考えることはいかに効率よく作業を進める
かということ。そのために最も気を配るのは、一人一人の体調やペース配分である。個性を大切にし、
一人一人の意見を尊重する。そんなきめ細やかな配慮が、広大な宇治キャンパスを支えている。
 
（写真上）アカツメクサ。こ
ちらもシロツメクサ（写真
下）に負けじと繁殖する。よ
く似ているが、葉の形が違
っている。どちらもマメ科
の多年草。
参考文献『里の植物観察記』伊藤松雄
宇治キャンパスの自然と安全を守る施設環境課の作業員 吉田静夫さんに広報室が突撃取材しました。
施設環境課作業員の皆さん
前列）吉田さん（右）、宮地さん（左）
後列）西岡さん（左）、栗原さん（中央）、東さん（右）
施設環境課の作業場の
前には屋根から雨つぶ
を拾い、よい音を響かせ
るししおどし。吉田さんが
休憩の合間に作成した。
草刈り作業中の吉田さん
